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１．研究計画の概要 
本研究は現在日本で進行している地域格

差の拡大に対して、その要因を理論的、実証
的に分析し、それに対する有効な是正策を検
討するものである。分析手法としては、マク
ロ的な変数を用いるのでなく、地域住民や企
業といったミクロレベルの視点から格差の
インデックスを構築し、アンケートの個票か
ら得られる地域住民・企業のデータを用いて
回帰分析を行い、何が格差是正の戦略的変数
か特定化する。これを基礎に、格差是正のた
めの的確な政策を立案するものである。これ
までのジニ係数やタイルの尺度といったイ
ンデックスでは、マクロ経済変数との相関は
分析できるが、様々な特徴を持つ地域に適合
した政策は策定できない。本研究では、地域
格差の大きい分野といわれている医療、情報、
産業の活性化といった分野に絞り込むが、こ
れは当研究グループがこれまで研究を蓄積
してきている分野であるからである。 

２．研究の進捗状況 
 これまで以下の研究成果が得られている。
（１）情報と地域格差 
ブロードバンドの都道府県別契約者数の

格差要因について一連の研究を行った。ブロ
ードバンドは、高速高容量のデータ通信を可
能にし、医療、文化、福祉といった面での格
差を是正するものと期待されている。この普
及には、都道府県での所得、料金、事業者数、
CATV の契約者数、地域での大学の数、携帯
電話契約数等がどう影響を与えているか分
析した。統計的に有意であったのは、①都道
府県所得、②料金、③競争事業者数等であっ
た。この結果、所得の格差が FTTH の契約者

数の格差を生んでいることである。情報化は
地域格差が一層拡大することになる。地域の
情報化は、市場原理による推進のみではなく、
政策による推進策のバランスが必要である。 

（２）医療面での地域格差 

医療の地域格差を是正する期待されている

遠隔医療について、その一形態である在宅健

康管理システムは、年間一人当たり医療費を1

万5千円から2万円を削減するとの効果を、

system GMMなど精緻な分析方法を用いて証

明した。このような遠隔医療であるが、2000

年の時点で運用されていた100余りの自治体

についてアンケート調査を行い、現在の運用

数は12カ所と、1割に激減。その理由は、①運

用経費、③運用人員の不足、④耐用年数であ

る。今後の普及には、自治体からの補助や医

療保険からの補填といった制度転換に加え、

NPO等との参画も必要である。 

（３）産業での地域格差 

中小企業でのイノベーションで地域格差が

如何に生じているかを全国各地の約6,000社
を対象としてアンケート調査から分析した。

地域性を表す変数として、企業が集積地に立

地しているか否か、大学や研究機関、あるい

は取引相手との近接性等を用いた。①集積地

での立地は地域企業のイノベーションにとっ

て有意、②大学等は地域企業のinternal 
innovation capabilityに影響する、③取引相手の

近接性はイノベーションとは有意でないとの

結果を得た。これらは今後の中小企業政策に

重要な示唆を与える。 
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 当初研究目的の達成度については、②おお
むね順調に進展していると自己評価できる。
格差の要因とその是正策には、新しい分析手
法を用いて興味ある結果を得ており、それら
は査読誌での採択や国際学会等での受賞な
ど一定の評価を得ている。 

４．今後の研究の推進方策 
 今後ともアンケート調査を継続し、それを
基礎とする格差インデックスの精緻化を行
う。それを基礎とする統計的分析では、さら
なる高度な実証的分析手法を開発する。特に、
アンケート調査に伴うサンプル・セレクショ
ン・バイアスの除去と内生性の解決が重要で
ある。両者を同時に解決する手法の構築に取
り組み、理論的にも実証的に確固たる基礎付
けをもった格差是正策の提言という当初の
目的を完遂したい。 
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